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(57)【要約】
【課題】ピクセル駆動回路の面積と回路複雑度とを低減
すること。
【解決手段】　複数のピクセル４３２，４３３，４４２
，４４３と、ピクセル４３２，４３３に接続された走査
線４１１と、ピクセル４４２，４４３に接続された走査
線４１２と、データ線４２１と、を備える液晶表示パネ
ルを提供する。走査線４１１上の第１の走査信号は、第
１の走査期間中に、ピクセル４３２を、データ線４２１
からの第１の極性の第１のピクセル電圧で駆動するもの
であり、走査線４１１上の第３の走査信号は、第２の走
査期間中に、ピクセル４３２を、データ線４２１からの
前記第１の極性の第２のピクセル電圧で駆動するもので
あり、走査線４１１上の前記第１の走査信号と第２の走
査線４１２上の第２の走査信号は、前記第１の走査期間
中に、ピクセル４４３を、データ線４２１からの前記第
１のピクセル電圧で一括して駆動するものである。
【選択図】　　　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のピクセルと第２のピクセルと第３のピクセルと第４のピクセルとを含む複数のピ
クセルと、
　前記第１のピクセルと前記第２のピクセルとに接続された第１の走査線と、前記第３の
ピクセルと前記第４のピクセルとに接続された第２の走査線と、を含む複数の走査線と、
　第１のデータ線を含む複数のデータ線と、
を備え、
　前記第１の走査線上の第１の走査信号は、第１の走査期間中に、前記第１のピクセルを
、前記第１のデータ線からの第１の極性の第１のピクセル電圧で駆動するものであり、
　前記第１の走査線上の第３の走査信号は、第２の走査期間中に、前記第１のピクセルを
、前記第１のデータ線からの前記第１の極性の第２のピクセル電圧で駆動するものであり
、
　前記第１の走査線上の前記第１の走査信号と前記第２の走査線上の第２の走査信号は、
前記第１の走査期間中に、前記第４のピクセルを、前記第１のデータ線からの前記第１の
ピクセル電圧で一括して駆動するものであることを特徴とする液晶表示パネル。
【請求項２】
　単一液晶セルギャップを有することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示パネル。
【請求項３】
　前記第１のピクセルと前記第４のピクセルとを含む第１のピクセルユニットを備え、
　前記第１のピクセルは透過型ピクセルを含み、前記第４のピクセルは反射型ピクセルを
含むことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示パネル。
【請求項４】
　前記第１のピクセルは透過型ピクセルを含み、前記第２のピクセルは反射型ピクセルを
含み、前記第３のピクセルは透過型ピクセルを含み、前記第４のピクセルは反射型ピクセ
ルを含むことを特徴とする請求項２に記載の液晶表示パネル。
【請求項５】
　前記第１の走査線と前記第２の走査線と前記第４のピクセルとに接続された第１のトラ
ンジスタを更に備え、
　前記第１の走査線は前記第１のトランジスタの制御ノードに接続し、前記第２の走査線
は前記第１のトランジスタの第１の追加ノードに接続し、前記第４のピクセルは前記第１
のトランジスタの第２の追加ノードに接続し、前記第２の走査線上の前記第２の走査信号
は前記第１の走査信号が前記第１のトランジスタを動作可能にするときに前記第４のピク
セルを制御することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示パネル。
【請求項６】
　前記第１のピクセル電圧は前記第２のピクセル電圧より低いことを特徴とする請求項１
に記載の液晶表示パネル。
【請求項７】
　前記第１のピクセルは前記第２のピクセルに直接には隣接していないことを特徴とする
請求項１に記載の液晶表示パネル。
【請求項８】
　前記第１の走査線と前記第２の走査線との各々は第１のスキャンドライバに接続される
が第２のスキャンドライバには接続されず、前記第１のデータ線は第１のデータドライバ
に接続されるが第２のデータドライバには接続されないことを特徴とする請求項１に記載
の液晶表示パネル。
【請求項９】
　前記第２の走査線上の前記第２の走査信号は、前記第１の走査期間中に、前記第３のピ
クセルを、前記第１のデータ線からの前記第１のピクセル電圧で駆動するものであり、
　前記第２の走査線上の第４の走査信号は、第３の走査期間中に、前記第３のピクセルを
、前記第１のデータ線からの第３のピクセル電圧で駆動するものであり、
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　前記第２の走査線上の第５の走査信号は、第４の走査期間中に、前記第３のピクセルを
、前記第１のデータ線からの第４のピクセル電圧で駆動するものであることを特徴とする
請求項１に記載の液晶表示パネル。
【請求項１０】
　前記第１の走査線上の前記第３の走査信号は前記第１の走査線上の前記第１の走査信号
に続いており、前記第１の走査信号に等しい振幅を有することを特徴とする請求項１に記
載の液晶表示パネル。
【請求項１１】
　第１のピクセルを、第１の走査線を介して、第１の走査期間中に第１の極性の第１のピ
クセル電圧で、第２の走査期間中に前記第１の極性の第２のピクセル電圧で駆動すること
と、
　第２のピクセルを、前記第１の走査線と第２の走査線とを介して、前記第１の走査期間
中に前記第１のピクセル電圧で駆動することと、
を含み、
　前記第１のピクセル電圧は前記第２のピクセル電圧と等しくないことを特徴とする方法
。
【請求項１２】
　前記第１および第２の双方の走査期間中に、前記第１の走査線上に第１の走査信号を保
持することと、
　前記第１の走査期間中に前記第２の走査線上で第２の走査信号を活性化するが、前記第
２の走査期間中では前記第２の走査信号を非活性化することと、
を更に含むことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１の走査線と前記第２の走査線とを単一のスキャンドライバで駆動することを更
に含むことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１のピクセル電圧と前記第２ピクセル電圧とを単一のデータドライバで供給する
ことを更に含むことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１のピクセル電圧と前記第２ピクセル電圧とを第１のデータ線から受け取ること
を更に含むことを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　第３のピクセルを、前記第１の走査線を介して、第３の走査期間中に第３のピクセル電
圧で駆動し、第４の走査期間中に第４のピクセル電圧で駆動することと、
　第４のピクセルを、前記第１の走査線と前記第２の走査線とを介して、前記第３の走査
期間中に前記第３のピクセル電圧で駆動することと、
を更に含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１のピクセルと前記第２のピクセルとの各々は反射型ピクセルであり、前記第３
のピクセルと前記第４のピクセルとの各々は透過型ピクセルであることを特徴とする請求
項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第１のデータ線から前記第１のピクセル電圧と前記第２のピクセル電圧とを受け取
り、第２のデータ線から第３のピクセル電圧と第４のピクセル電圧とを受け取ることを更
に含むことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　第１の走査期間中に第１の極性の第１のピクセル電圧を伝送し、第２の走査期間中に前
記第１の極性の第２のピクセル電圧を伝送するための第１のデータ線と、
　第１の走査信号を伝送するための第１の走査線と、
　第２の走査信号を伝送するための第２の走査線と、
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　前記第１の走査線に接続された第１のピクセルと、
　前記第１の走査線と前記第２の走査線とに接続された第１のトランジスタと、
　前記第２の走査線に接続された第２のピクセルと、
を備え、
　前記第１の走査期間中に、前記第１の走査信号は前記第１のピクセルと前記第１のトラ
ンジスタとを動作可能にし、前記第２の走査信号は前記第２のピクセルを動作可能にする
ために前記第１のトランジスタを介して前記第２のピクセルに伝送され、前記第１のピク
セルと前記第２のピクセルとの各々は前記第１のデータ線から伝送される前記第１のピク
セル電圧を受け取り、
　更に前記第２の走査期間中に、前記第１の走査信号は前記第１のピクセルと前記第１の
トランジスタとを動作可能にし、前記第２の走査信号は前記第２のピクセルを動作不能に
するために前記第１のトランジスタを介して前記第２のピクセルに伝送され、前記第１の
ピクセルは前記第１のデータ線から伝送される前記第２のピクセル電圧を受け取ることを
特徴とする液晶表示パネル。
【請求項２０】
　前記第１のトランジスタは前記第１の走査線に接続される制御端子と前記第２の走査線
に接続される第１の端子とを有し、
　前記第１のピクセルは、
　前記第１の走査線に接続される制御端子と前記第１のデータ線に接続される第１の端子
とを有する第２のトランジスタと、
　前記第２のトランジスタの第２の端子に接続される第１の蓄電キャパシタと、
を備え、
　前記第２のピクセルは、
　前記第１のトランジスタの前記第２の端子に接続される制御端子と前記第１のデータ線
に接続される第１の端子とを有する第３のトランジスタと、
　前記第３のトランジスタの第２の端子に接続される第２の蓄電キャパシタと、
を有し、
　前記第１の走査期間中に、前記第１の走査信号は前記第１のトランジスタと前記第２の
トランジスタとを動作可能にし、前記第２の走査信号は前記第１の蓄電キャパシタと前記
第２の蓄電キャパシタとが各々、前記第１のピクセル電圧を受け取って蓄積するように、
前記第３のトランジスタを動作可能にするために前記第１のトランジスタを介して前記第
３のトランジスタに伝送され、
　更に前記第２の走査期間中に、前記第１の走査信号は前記第１のトランジスタと前記第
２のトランジスタとを動作可能にし、前記第２の走査信号は前記第１の蓄電キャパシタが
前記第２のピクセル電圧を受け取って蓄積するように、前記第３のトランジスタを動作不
能にするために前記第１のトランジスタを介して前記第３のトランジスタに伝送されるこ
とを特徴とする請求項１９に記載の液晶表示パネル。
【請求項２１】
　当該液晶表示パネルは半透過型液晶表示パネルであり、前記第１のピクセルと前記第２
のピクセルの一方は透過型ピクセルを含み、前記第１のピクセルと前記第２のピクセルの
他方は反射型ピクセルを含むことを特徴とする請求項１９に記載の液晶表示パネル。
【請求項２２】
　前記第１のピクセルは前記透過型ピクセルを含み、前記第２のピクセルは前記反射型ピ
クセルを含むことを特徴とする請求項２１に記載の液晶表示パネル。
【請求項２３】
　第２のデータ線と、
　前記第１の走査信号によって制御される第３のピクセルと、
　前記第１の走査信号によって制御される第２のトランジスタと、
　前記第２の走査線に接続される第４のピクセルと、
を更に備え、



(5) JP 2008-225472 A 2008.9.25

10

20

30

40

50

　前記第１の走査期間中に、前記第１の走査信号は前記第３のピクセルと前記第２のトラ
ンジスタとを動作可能にし、前記第２の走査信号は前記第３のピクセルと前記第４のピク
セルとの各々が前記第２のデータ線から伝送される第３のピクセル電圧を受け取るように
前記第４のピクセルを動作可能にするために前記第２のトランジスタを介して前記第４の
ピクセルに伝送され、
　更に前記第２の走査期間中に、前記第１の走査信号は前記第３のピクセルと前記第４の
トランジスタとを動作可能にし、前記第２の走査信号は前記第３のピクセルが前記第２の
データ線から伝送される第４のピクセル電圧を受け取るように前記第４のピクセルを動作
不能にするために前記第４のトランジスタを介して前記第４のピクセルに伝送されること
を特徴とする請求項１９に記載の液晶表示パネル。
【請求項２４】
　当該液晶表示パネルは半透過型液晶表示パネルであり、前記第１のピクセルと前記第２
のピクセルとの各々は透過型ピクセルを含み、前記第３のピクセルと前記第４のピクセル
との各々は反射型ピクセルを含むことを特徴とする請求項２３に記載の液晶表示パネル。
【請求項２５】
　当該液晶表示パネルは半透過型液晶表示パネルであり、前記第１のピクセルと前記第２
のピクセルとの各々は反射型ピクセルを含み、前記第３のピクセルと前記第４のピクセル
との各々は透過型ピクセルを含むことを特徴とする請求項２３に記載の液晶表示パネル。
【請求項２６】
　複数のピクセルと、
　第１の走査線が第１のピクセルを制御するものであり、第２の走査線が活性化された前
記第１の走査線に応答して第２のピクセルを制御するものである、複数の走査線およびデ
ータ線と、
　前記第１および第２のピクセルに第１のデータ線上の第１の極性の第１の電圧を書き込
むために、第１の走査期間中に、前記第１および第２の走査線の双方を活性化するための
スキャンドライバと、
を備え、
　前記スキャンドライバは前記第１のピクセルに前記第１のデータ線上の前記第１の極性
の第２の電圧を書き込んで前記第２のピクセルを前記第１の電圧に維持するために、第２
の走査期間中に、前記第１の走査線を活性化状態に維持して前記第２の走査線を非活性化
するものであることを特徴とする液晶表示パネル。
【請求項２７】
　前記第１のピクセルは透過型ピクセルを含み、前記第２のピクセルは反射型ピクセルを
含むことを特徴とする請求項２６に記載の液晶表示パネル。
【請求項２８】
　単一液晶セルギャップを有することを特徴とする請求項２７に記載の液晶表示パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して液晶表示（ＬＣＤ）パネルに関するものであり、特に半透過型ＬＣＤ
パネルに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の半透過型液晶表示装置（ＬＣＤ）のタイプの一つとして、二重液晶セルギャップ
を有するものが知られている。二重液晶セルギャップを有するＬＣＤの製造プロセスは複
雑であり、プロセスのばらつきを制御することが困難となる場合がある。これとは対照的
に、従来の半透過型ＬＣＤの他のタイプである単一セルギャップを有するものは、二重液
晶セルギャップを有する半透過型ＬＣＤと比較してプロセスのばらつきが容易に制御され
得る。
【０００３】
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　単一液晶セルギャップを有する半透過型ＬＣＤでは反射型ピクセルの光路長は、透過型
ピクセルの光路長の２倍となり得る。もし反射型ピクセルと透過型ピクセルとが同時に同
じ輝度を表示することになっていれば、反射型ピクセルの液晶分子の有効屈折率は通常、
透過型ピクセルの液晶分子の有効屈折率の半分である。よって、単一液晶セルギャップを
有する半透過型ＬＣＤにおいて、透過型ピクセルと反射型ピクセルとは従来、それぞれ２
つの独立した電圧－透過率カーブ（Ｖ－Ｔカーブ）にしたがって駆動される。
【０００４】
　したがって、単一液晶セルギャップを有する半透過型ＬＣＤにおける同じピクセルに同
じ輝度を表示するために、透過型ピクセルと反射型ピクセルを、２つのトランジスタによ
って個別に駆動する必要があるかもしれない。その結果、データ線または走査線の数、デ
ータドライバまたはスキャンドライバの数、データドライバまたはスキャンドライバから
出力されるピクセル電圧、および走査信号の周波数を、これに対応して増加する必要があ
るかもしれない。その結果、駆動回路の面積と複雑さは、大幅に増加する。
【０００５】
　図１Ａ（従来技術）は、従来の半透過型ＬＣＤ１００のピクセル駆動回路を示すブロッ
ク図である。図１Ａを参照すると半透過型ＬＣＤ１００は、２つのスキャンドライバ１１
０、１２０とデータドライバ１３０と幾つかのピクセルユニットとを含む。各ピクセルユ
ニットは、１個の透過型ピクセルと１個の反射型ピクセルとを含む。図１Ｂ（従来技術）
は、図１Ａの半透過型ＬＣＤ１００のピクセルユニット１４０の詳細な回路を示す。図１
Ｂを参照するとピクセルユニット１４０は、それぞれトランジスタ１４１、１４２によっ
て駆動される透過型ピクセルと反射型ピクセルとを含む。ピクセルユニット１４０のトラ
ンジスタ１４１、１４２は、２つの走査線を介してスキャンドライバ１１０、１２０から
伝送される走査信号と、１つのデータ線を経由してデータドライバ１３０から伝送される
ピクセル電圧とを受け取る。データドライバ１３０は、異なるそれぞれの時間にそれぞれ
異なるピクセル電圧をトランジスタ１４１、１４２に出力する。上記のように半透過型Ｌ
ＣＤ１００内の各ピクセルユニットは、透過型ピクセルと反射型ピクセルとをそれぞれ駆
動するために２つのトランジスタを有する。各ピクセルユニットは、２つの走査信号を与
えるために２つのスキャンドライバと２つの走査線とを必要とする。その結果、ピクセル
駆動回路の回路複雑度は増加する。
【０００６】
　図２Ａ（従来技術）は、他の従来の半透過型ＬＣＤ２００のピクセル駆動回路を示すブ
ロック図である。図２Ａを参照すると半透過型ＬＣＤ２００は、２つのデータドライバ２
１０、２２０とスキャンドライバ２３０と幾つかのピクセルユニットとを含む。図１Ａの
ピクセルユニットと同様に図２Ａの各ピクセルユニットは、１個の透過型ピクセルと１個
の反射型ピクセルとを含む。図２Ｂ（従来技術）は、図２Ａの半透過型ＬＣＤ２００のピ
クセルユニット２４０の詳細な回路を示す。図２Ｂを参照するとピクセルユニット２４０
は、透過型ピクセルと反射型ピクセルとを含む。透過型ピクセルと反射型ピクセルはそれ
ぞれ、トランジスタ２４１、２４２によって駆動される。ピクセルユニット２４０のトラ
ンジスタ２４１、２４２は各々、同じ走査線を介してスキャンドライバ２３０から伝送さ
れる走査信号と、２つのそれぞれのデータ線を経由してデータドライバ２１０、２２０か
ら伝送されルピクセル電圧とを受け取る。上述のように半透過型ＬＣＤ２００の各ピクセ
ルユニット内の２つのトランジスタは、２つのピクセル電圧を与えるために２つのデータ
ドライバと２つのデータ線とを必要とする。その結果、ピクセル駆動回路の回路複雑度は
増加する。
【０００７】
　図３Ａ（従来技術）は、他の従来の半透過型ＬＣＤ３００のピクセル駆動回路を示すブ
ロック図である。図３Ａを参照すると半透過型ＬＣＤ３００は、２つのデータドライバ３
１０、３２０と２つのスキャンドライバ３３０、３４０と幾つかのピクセルユニットとを
含む。図１Ａのピクセルユニットと同様に図３Ａの各ピクセルユニットは、１個の透過型
ピクセルと１個の反射型ピクセルとを含む。図３Ｂ（従来技術）は、図３Ａの半透過型Ｌ
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ＣＤ３００のピクセルユニット３５０の詳細な回路を示す。図３Ｂを参照するとピクセル
ユニット３５０は、透過型ピクセルと反射型ピクセルとを含む。透過型ピクセルと反射型
ピクセルはそれぞれ、トランジスタ３５１、３５２によって駆動される。ピクセルユニッ
ト３５０のトランジスタ３５１、３５２は、２つのそれぞれの走査線を介してスキャンド
ライバ３３０、３４０から伝送される走査信号と、２つのそれぞれのデータ線を経由して
データドライバ３１０、３２０から伝送されるピクセル電圧とを受け取る。上述のように
半透過型ＬＣＤ３００の各ピクセルユニット内の２つのトランジスタは、２つのピクセル
電圧を与えるために２つのデータドライバと２つのデータ線とを、また２つの走査信号を
与えるために２つのスキャンドライバと２つの走査線とを必要とする。この結果、ピクセ
ル駆動回路の回路複雑度は更に増加する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　単一液晶セルギャップを有する従来の半透過型ＬＣＤは、二重液晶セルギャップを有す
る半透過型ＬＣＤと比較してプロセスのばらつきを容易に制御され得るが、２つのピクセ
ル電圧は各ピクセルユニット内の透過型ピクセルと反射型ピクセルとに独立してそれぞれ
供給されなくてはならない可能性がある。その結果、前述したように各ピクセルユニット
は、走査信号とピクセル電圧とを与えるために２つのスキャンドライバおよび／または２
つのデータドライバを、また走査信号とピクセル電圧とを伝送するために２つの走査線ま
たは２つのデータ線を必要とする。したがって半透過型ＬＣＤにおける駆動回路の面積と
複雑度は大幅に増加し、そのためにＬＣＤパネルの口径比は減少し、製造コストも大幅に
増加する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様にかかる液晶表示パネルは、第１のピクセルと第２のピクセルと第３の
ピクセルと第４のピクセルとを含む複数のピクセルと、前記第１のピクセルと前記第２の
ピクセルとに接続された第１の走査線と、前記第３のピクセルと前記第４のピクセルとに
接続された第２の走査線と、を含む複数の走査線と、第１のデータ線を含む複数のデータ
線と、を備え、前記第１の走査線上の第１の走査信号が、第１の走査期間中に、前記第１
のピクセルを、前記第１のデータ線からの第１の極性の第１のピクセル電圧で駆動するも
のであり、前記第１の走査線上の第３の走査信号が、第２の走査期間中に、前記第１のピ
クセルを、前記第１のデータ線からの前記第１の極性の第２のピクセル電圧で駆動するも
のであり、前記第１の走査線上の前記第１の走査信号と前記第２の走査線上の第２の走査
信号が、前記第１の走査期間中に、前記第４のピクセルを、前記第１のデータ線からの前
記第１のピクセル電圧で一括して駆動するものであることを特徴とする。
【００１０】
　本発明の別の態様にかかる方法は、第１のピクセルを、第１の走査線を介して、第１の
走査期間中に第１の極性の第１のピクセル電圧で、第２の走査期間中に前記第１の極性の
第２のピクセル電圧で駆動することと、第２のピクセルを、前記第１の走査線と第２の走
査線とを介して、前記第１の走査期間中に前記第１のピクセル電圧で駆動することと、を
含み、前記第１のピクセル電圧が前記第２のピクセル電圧と等しくないことを特徴とする
。
【００１１】
　本発明のさらに別の態様にかかる液晶表示パネルは、第１の走査期間中に第１の極性の
第１のピクセル電圧を、第２の走査期間中に前記第１の極性の第２のピクセル電圧を伝送
するための第１のデータ線と、第１の走査信号を伝送するための第１の走査線と、第２の
走査信号を伝送するための第２の走査線と、前記第１の走査線に接続された第１のピクセ
ルと、前記第１の走査線と前記第２の走査線とに接続された第１のトランジスタと、前記
第２の走査線に接続された第２のピクセルと、を備え、前記第１の走査期間中に、前記第
１の走査信号が前記第１のピクセルと前記第１のトランジスタとを動作可能にし、前記第
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２の走査信号が前記第２のピクセルを動作可能にするために前記第１のトランジスタを介
して前記第２のピクセルに伝送され、前記第１のピクセルと前記第２のピクセルとの各々
が前記第１のデータ線から伝送される前記第１のピクセル電圧を受け取り、更に前記第２
の走査期間中に、前記第１の走査信号が前記第１のピクセルと前記第１のトランジスタと
を動作可能にし、前記第２の走査信号が前記第２のピクセルを動作不能にするために前記
第１のトランジスタを介して前記第２のピクセルに伝送され、前記第１のピクセルが前記
第１のデータ線から伝送される前記第２のピクセル電圧を受け取ることを特徴とする。
【００１２】
　本発明のさらに別の態様にかかる液晶表示パネルは、複数のピクセルと、第１の走査線
が第１のピクセルを制御するものであり、第２の走査線が活性化された前記第１の走査線
に応答して第２のピクセルを制御するものである、複数の走査線およびデータ線と、前記
第１および第２のピクセルに第１のデータ線上の第１の極性の第１の電圧を書き込むため
に、第１の走査期間中に、前記第１および第２の走査線の双方を活性化するためのスキャ
ンドライバと、を備え、前記スキャンドライバが前記第１のピクセルに前記第１のデータ
線上の前記第１の極性の第２の電圧を書き込んで前記第２のピクセルを前記第１の電圧に
維持するために、第２の走査期間中に、前記第１の走査線を活性化状態に維持して前記第
２の走査線を非活性化するものであることを特徴とする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　下記の説明は、添付図面を参照して行われる。各種の図面において同じ参照番号は、同
じまたは類似の要素を識別するために使用され得る。下記の説明は、特定の構造、アーキ
テクチャ、インタフェース、および技法といった特定の詳細事項を説明することによって
、請求されている本発明の種々の態様の完全な理解を与えるが、このような詳細事項は説
明目的で提供されており、限定と見られるべきでない。更に当業者であれば、本開示を考
慮して、請求されている本発明の種々の態様がこれら特定の詳細事項から離れた他の例ま
たは実現形態において実施され得ることを認識できる。下記の開示におけるある幾つかの
連結点で、不必要な詳細事項によって本発明の説明を曖昧にすることを避けるために、周
知の装置、回路および方法の説明は省略されている。
【００１４】
　図４は、本発明の一実施形態によるＬＣＤパネルのピクセル駆動回路の一部分を示す図
である。図４を参照するとＬＣＤパネルは、走査線４１１、４１２、４１３と、データ線
４２１と、ピクセル４３２、４３３（第１のピクセルユニットの）と、関連トランジスタ
４３１と、ピクセル４４２、４４３（第２のピクセルユニットの）と、関連トランジスタ
４４１と、を含む。なお、対応する１対のピクセルを有する各ピクセルユニットを備えた
ピクセルユニットのアレイが設けられている。本発明の一実施形態によるＬＣＤパネルの
ピクセル４３２、４３３を駆動するためにピクセル４３２、４３３はそれぞれ、走査期間
Ｔ１中および走査期間Ｔ２中、データ線４２１から伝送されるピクセル電圧Ｄ２とピクセ
ル電圧Ｄ１とを受け取る。走査線４１１と走査線４１２はそれぞれ、走査信号Ｓ１とＳ２
を伝送する。ピクセル４３２とトランジスタ４３１は、走査信号Ｓ１によって制御され得
る。トランジスタ４３１が動作可能になると走査信号Ｓ２は、ピクセル４３３の動作可能
化を制御するためにトランジスタ４３１を介してピクセル４３３に伝送される。
【００１５】
　走査期間Ｔ１中、走査信号Ｓ１は、ピクセル４３２とトランジスタ４３１が動作できる
ように、動作可能となる。こうして走査信号Ｓ２は、トランジスタ４３１を介してピクセ
ル４３３に伝送され得る。走査期間Ｔ１中、走査信号Ｓ２も、ピクセル４４２が動作可能
となるように、動作可能となる。ピクセル４３２と４３３が動作可能となった後にこれら
のピクセルは、データ線４２１から伝送されるピクセル電圧Ｄ１を受け取る。こうして両
ピクセル４３２、４３３は、走査期間Ｔ１中、ピクセル電圧Ｄ１を蓄積する。
【００１６】
　走査期間Ｔ２中、走査信号Ｓ１はなお、ピクセル４３２とトランジスタ４３１とを動作
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可能にしている。同様に走査信号Ｓ２はこうして、トランジスタ４３１を介してピクセル
４３３に伝送され得る。しかしながら走査信号Ｓ２は、ピクセル４３３が本発明の一実施
形態にしたがって動作不能となるように、走査期間Ｔ２中、動作不能に変化する。こうし
てピクセル４３２は、走査期間Ｔ２中、動作可能となり、データ線４２１から伝送される
ピクセル電圧Ｄ２を受け取ることができる。しかしながらピクセル４３３は、動作不能に
されてピクセル電圧Ｄ２を受け取ることができない。こうして走査期間Ｔ２中、ピクセル
４３２はピクセル電圧Ｄ２を蓄積し、ピクセル４３３はピクセル電圧Ｄ１を蓄積する。そ
の結果、ピクセル４３２、４３３はそれぞれ、対応する輝度レベルを表示するために走査
期間Ｔ１、Ｔ２中に、データ線４２１からそれぞれ伝送されるピクセル電圧Ｄ２、Ｄ１を
蓄積する。
【００１７】
　ＬＣＤパネルのピクセル駆動回路は、半透過型ＬＣＤパネルに適用可能である。半透過
型ＬＣＤパネルでは各ピクセルユニットは、透過型ピクセルと反射型ピクセルとを持つこ
とができる。
【００１８】
　図５は、本発明の一実施形態による半透過型ＬＣＤパネルのピクセル駆動回路の一部分
を示す図である。ピクセル５４０は、トランジスタ５４１と蓄電キャパシタ５４２とを含
む。ピクセル５５０は、トランジスタ５５１と蓄電キャパシタ５５２とを含む。この例で
はピクセル５４０と５５０はそれぞれ、透過型ピクセルと反射型ピクセルである。ピクセ
ル５４０および５５０はそれぞれ、走査期間Ｔ１および走査期間Ｔ２中にそれぞれデータ
線５２１から伝送されるピクセル電圧ＤＡ２およびピクセル電圧ＤＡ１を受け取る。ピク
セル電圧ＤＡ１およびＤＡ２はそれぞれ、図６Ａの反射型ピクセルのＶ－Ｒカーブおよび
図６Ｂの透過型ピクセルのＶ－Ｔカーブといった、電圧－透過率カーブ（Ｖ－Ｔカーブ）
および電圧－反射率カーブ（Ｖ－Ｒカーブ）にしたがって出力される反射型ピクセル電圧
および透過型ピクセル電圧である。この例の表示装置は、本発明の一実施形態によるノー
マリーブラックモードにある。
【００１９】
　走査線５１１、５１２、５１３はそれぞれ、走査信号Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３を伝送する。ト
ランジスタ５３０とピクセル５４０のトランジスタ５４１は、走査信号Ｓ１によって制御
される。トランジスタ５３０がオンになると、走査信号Ｓ２はトランジスタ５３０を介し
てトランジスタ５５１に伝送され、ピクセル５５０のトランジスタ５５１をオンになる、
またはオンにならないように制御する。
【００２０】
　図７は、図５の走査線５１１、５１２、５１３とデータ線５２１から反転駆動プロトコ
ル（例えば行反転）にしたがってそれぞれ出力される走査信号とピクセル電圧とのタイミ
ング図の一例を示す。図７では、カーブ６１０はデータ線５２１上の反転電圧レベルに対
応し；カーブ６２０は走査信号Ｓ１の電圧レベルに対応し、カーブ６３０は走査信号Ｓ２
の電圧レベルに対応し、カーブ６４０は走査信号Ｓ３の電圧レベルに対応する。
【００２１】
　下記の説明において、図５、７を共に参照する。走査期間Ｔ１の間、走査信号Ｓ１はト
ランジスタ５３０、５４１がオンになるような高いレベルにあり、走査信号Ｓ２はトラン
ジスタ５３０を介してピクセル５５０のトランジスタ５５１に伝送され得る。走査期間Ｔ
１の間、走査信号Ｓ２もまた、トランジスタ５５１がオンになるような高いレベルにある
。トランジスタ５４１、５５１がオンになった後に、蓄電キャパシタ５４２、５５２はデ
ータ線５２１から伝送されたピクセル電圧ＤＡ１を受け取って蓄積できる。したがって両
蓄電キャパシタ５４２、５５２は、走査期間Ｔ１中、データ線５２１から伝送されたピク
セル電圧ＤＡ１を蓄積する。
【００２２】
　走査期間Ｔ２中、走査信号Ｓ１はトランジスタ５３０、５４１がオンになるような高い
レベルに在る。同様に走査信号Ｓ２は、こうしてトランジスタ５３０を介してピクセル５
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５０のトランジスタ５５１に伝送され得る。しかしながら走査期間Ｔ２中に走査信号Ｓ２
は、トランジスタ５５１がオフになるような低いレベルに移行している。こうして蓄電キ
ャパシタ５４２がデータ線５２１から伝送されるピクセル電圧ＤＡ２を受け取ることがで
き、蓄電キャパシタ５５２がピクセル電圧ＤＡ２を受け取れないように、走査期間Ｔ２中
、トランジスタ５５１はオフになり、トランジスタ５４１はオンになる。
【００２３】
　こうして走査期間Ｔ２中、蓄電キャパシタ５４２はピクセル電圧ＤＡ２を蓄積し、蓄電
キャパシタ５５２はピクセル電圧ＤＡ１を蓄積する。その結果、本発明の一実施形態によ
ればピクセル５４０、５５０はそれぞれ、対応する輝度レベルを表示するために、走査期
間Ｔ１と走査期間Ｔ２のときにデータ線５２１からそれぞれ伝送されたピクセル電圧ＤＡ
２とピクセル電圧ＤＡ１を蓄積する。ピクセル５４０、５５０は、例えばこれらのピクセ
ルが異なるピクセル電圧レベルで駆動されるまで所望の期間中、この状態を保持する。
【００２４】
　同様にデータ線５２１はそれから、走査期間Ｔ３、Ｔ４中にそれぞれピクセル電圧ＤＡ
３、ＤＡ４をピクセル５８０、５７０に伝送する。ピクセル５７０と５８０はそれぞれ、
本発明の一実施形態による透過型ピクセルと反射型ピクセルである。ピクセル電圧ＤＡ３
とＤＡ４はそれぞれ、異なるＶ－ＲおよびＶ－Ｔカーブにしたがって出力される反射型ピ
クセル電圧と透過型ピクセル電圧である。この特定の例ではピクセル電圧レベルＤＡ３お
よびＤＡ４は、行反転駆動技法にしたがって駆動される。しかしながら本発明はこの駆動
技法に限定されない。
【００２５】
　なお図５、７を参照すると走査期間Ｔ３中、走査信号Ｓ２はトランジスタ５６０とピク
セル５７０のトランジスタ５７１とがオンになるような高いレベルに在る。こうして走査
線５１３から伝送される走査信号Ｓ３は、トランジスタ５６０を介してピクセル５８０の
トランジスタ５８１に伝送され得る。走査期間Ｔ３中、走査信号Ｓ３はトランジスタ５８
１がオンになるような高いレベルに在る。トランジスタ５７１、５８１がオンになった後
に両蓄電キャパシタ５７２、５８２はデータ線５２１から伝送されたピクセル電圧ＤＡ３
を受け取って蓄積する。こうして両蓄電キャパシタ５７２、５８２は、走査期間Ｔ３の間
中、ピクセル電圧ＤＡ３を蓄積する。
【００２６】
　この後、走査期間Ｔ４中、走査信号Ｓ２はなお、トランジスタ５６０、５７１がオンに
なるような高いレベルにある。走査信号Ｓ３は、こうしてトランジスタ５６０を介してト
ランジスタ５８０に伝送され得る。しかしながら走査期間Ｔ４中に走査信号Ｓ３はトラン
ジスタ５８１がオフになるような低いレベルに移行している。こうしてトランジスタ５７
１は、蓄電キャパシタ５７２がデータ線５２１から伝送されるピクセル電圧ＤＡ４を受け
取れるように走査期間Ｔ４中にオンになる。トランジスタ５８１は、蓄電キャパシタ５８
２がピクセル電圧ＤＡ４を受け取れないように、オフになる。
【００２７】
　したがって走査期間Ｔ４中、蓄電キャパシタ５７２はピクセル電圧ＤＡ４を蓄積し、蓄
電キャパシタ５８２はピクセル電圧ＤＡ３を蓄積する。こうしてピクセル５７０、５８０
は、対応する輝度レベルを表示するために走査期間Ｔ３、Ｔ４の間中、データ線５２１か
らそれぞれ伝送されたピクセル電圧ＤＡ４、ＤＡ３を蓄積する。
【００２８】
　本発明の一実施形態によれば半透過型ＬＣＤパネル５００の他のピクセルを駆動する方
法は、ピクセル５４０、５５０、５７０、５８０を駆動する方法と同じである。
【００２９】
　単一液晶セルギャップを有する半透過型ＬＣＤ５００の利点は、一例としてピクセル５
４０、５５０を取り上げることによって説明される。２つの走査期間中、トランジスタ５
４１、５５１のオン／オフ状態は、ピクセル５５０、５４０がそれぞれ反射型ピクセル電
圧と透過型ピクセル電圧を受け取ることができるように、トランジスタ５３０と走査線５
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１１、５１２から出力される２つの走査信号とにしたがって制御または駆動される。２つ
の走査線５１１、５１２は互いに隣接するように配置された透過型ピクセル５４０と反射
型ピクセル５５０とによって共用される。
【００３０】
　言い換えれば本発明の一実施形態では、走査線５１２はピクセル５７０とピクセル５５
０とに接続され、走査線５１３は追加のピクセル（番号付けされていない）とピクセル５
８０とに接続される。走査線５１２上の第１の走査信号５２１は走査期間Ｔ１中、データ
線５２１からの第１のピクセル電圧ＤＡ１にピクセル５７０を駆動し得る。走査線５１２
上の第３の走査信号５２１はまた第２の走査期間Ｔ２中、データ線５２１からの第２のピ
クセル電圧ＤＡ２にピクセル５７０を駆動し得る。また走査線５１２上の第１の走査信号
と走査線５１３上の第２の走査信号は一括して、第１の走査期間Ｔ１中、データ線５２１
からの第１のピクセル電圧ＤＡ１にピクセル５８０を駆動できる。本発明の一実施形態で
は、第１の走査線上の第１の走査信号と第３の走査信号は、等しい振幅の単一パルスを継
ぎ目なしに形成できるという点で互いに連続している。例えば図７に関して前に示された
ように、走査線５１２上の走査信号は期間Ｔ３、Ｔ４中、「高い」状態にあり、したがっ
て期間Ｔ３、Ｔ４を通じて連続する実質的に一定の振幅の単一パルスを形成する。
【００３１】
　こうして本発明の一実施形態によれば、１個の透過型ピクセルと１個の反射型ピクセル
は、半透過型ＬＣＤパネル５００における修正された平均ピクセル電圧を受け取るために
、単に１本の走査線と１本のデータ線とを使用しなければならないだけである。ところで
半透過型ＬＣＤパネル５００は、追加のスキャンドライバとデータドライバとを加えるこ
となしに、ピクセルを駆動するために単に１個のスキャンドライバと１個のデータドライ
バとを使用しなくてはならないだけである。その結果、半透過型ＬＣＤパネル５００のピ
クセル駆動回路の面積と回路複雑度は大幅に低減でき、製造コストも節約され得る。
【００３２】
　上記の半透過型ＬＣＤパネル５００ではピクセル５４０、５７０は透過型ピクセルであ
り、ピクセル５５０、５８０は反射型ピクセルである。実際にはピクセル５４０、５７０
は反射型ピクセルであることも可能であり、ピクセル５５０、５８０は透過型ピクセルで
あってもよい。データ線５２１は走査期間Ｔ１およびＴ３中、透過型ピクセル電圧をトラ
ンジスタ５４１、５５１、５７１、５８１に伝送することができ、データ線５２１は走査
期間Ｔ２およびＴ４中、反射型ピクセル電圧をトランジスタ５４１および５７１に伝送す
ることができる。
【００３３】
　しかしながら反射型ピクセルと透過型ピクセルとが同じ輝度を表示することを要求され
るとき、必要とされる反射型ピクセル電圧は必要とされる透過型ピクセル電圧より低い可
能性がある。したがってもしピクセル５５０および５８０が反射型ピクセルであってピク
セル５４０および５７０が透過型ピクセルであれば、走査期間Ｔ１、Ｔ３中にすべてのト
ランジスタ５４１、５５１、５７１、５８１に反射型ピクセル電圧を与えることは、より
電力効率的であり得る。これに対し、もしピクセル５５０、５８０が透過型ピクセルであ
ってピクセル５４０、５７０が反射型ピクセルであれば、走査期間Ｔ１、Ｔ３中にすべて
のトランジスタ５４１、５５１、５７１、５８１に透過型ピクセル電圧を与えることは、
より電力効率的でない可能性がある。
【００３４】
　図８は、本発明の一実施形態による、方向Ａ１－Ａ２に沿って得られる図５の半透過型
ＬＣＤパネル５００を示す横断面図である。図８に示されるように半透過型ＬＣＤパネル
５００は、単一液晶セルギャップ５４９を有する。
【００３５】
　図９は、本発明の他の実施形態によるピクセル駆動回路の一部分を示す図である。ピク
セル８４０はトランジスタ８４１と蓄電キャパシタ８４２とを含む。ピクセル８５０はト
ランジスタ８５１と蓄電キャパシタ８５２とを含む。図９でピクセル８４０と８５０はそ
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れぞれ、例えば透過型ピクセルと反射型ピクセルである。ピクセル８４０および８５０は
それぞれ、走査期間ＴＭ１およびＴＭ２中にデータ線８２１からそれぞれ伝送されるピク
セル電圧ＤＴ２およびピクセル電圧ＤＴ１を受け取る。ピクセル電圧ＤＴ１およびＤＴ２
は、Ｖ－ＲカーブおよびＶ－Ｔカーブにしたがって出力される反射型ピクセル電圧および
透過型ピクセル電圧である。
【００３６】
　走査線８１１および８１２はそれぞれ、走査信号Ｇ１およびＧ２を伝送する。トランジ
スタ８３０とピクセル８４０のトランジスタ８４１は、走査信号Ｇ１によって制御される
。トランジスタ８３０がオンになると、走査信号Ｇ２はピクセル８５０のトランジスタ８
５１をオンになるように、またはオンにならないように制御するためにトランジスタ８３
０を介してトランジスタ８５１に伝送される。
【００３７】
　走査期間ＴＭ１中、トランジスタ８４１、８５１は両蓄電キャパシタ８４２、８５２が
ピクセル電圧ＤＴ１を蓄積するようにオンになる。走査期間ＴＭ２中、トランジスタ８４
１は蓄電キャパシタ８４２がピクセル電圧ＤＴ２を受け取るようにオンになる。しかしな
がらトランジスタ８５１は、蓄電キャパシタ８５２がピクセル電圧ＤＴ２を受け取れない
ようにオフになる。この回路の動作は、本発明の一実施形態による図５の半透過型ＬＣＤ
パネルの動作に類似している。前述のようにピクセル８４０、８５０はそれぞれ、対応す
る輝度レベルを表示するために走査期間ＴＭ１、ＴＭ２の間中、データ線８２１から伝送
されるピクセル電圧ＤＴ２とピクセル電圧ＤＴ１を蓄積する。
【００３８】
　図１０は、本発明の一例による半透過型ＬＣＤパネル９００によるピクセル駆動回路の
一部分を示す図である。ピクセル９４０はトランジスタ９４１と蓄電キャパシタ９４２と
を含む。ピクセル９５０はトランジスタ９５１と蓄電キャパシタ９５２とを含む。ピクセ
ル９７０はトランジスタ９７１と蓄電キャパシタ９７２とを含む。ピクセル９８０はトラ
ンジスタ９８１と蓄電キャパシタ９８２とを含む。この例ではピクセル９４０、９５０は
反射型ピクセルであり、ピクセル９７０、９８０は透過型ピクセルである。
【００３９】
　本発明の一実施形態によればピクセル９４０および９５０それぞれ、走査期間Ｋ１およ
び走査期間Ｋ２中にデータ線９２１からそれぞれ伝送されるピクセル電圧Ｐ２およびピク
セル電圧Ｐ１を受け取る。ピクセル９７０および９８０それぞれ、走査期間Ｋ１および走
査期間Ｋ２中にデータ線９２２からそれぞれ伝送されるピクセル電圧Ｐ４およびピクセル
電圧Ｐ３を受け取る。
【００４０】
　ピクセル電圧Ｐ１、Ｐ２は第１のＶ－Ｒカーブにしたがって出力される反射型ピクセル
電圧である。ピクセル電圧Ｐ３、Ｐ４は第２のＶ－Ｔカーブにしたがって出力される透過
型ピクセル電圧である。
【００４１】
　走査線９１１、９１２はそれぞれ、走査信号ＳＮ１、ＳＮ２を伝送する。トランジスタ
９３０と、ピクセル９４０のトランジスタ９４１と、トランジスタ９６０と、ピクセル９
７０のトランジスタ９７１とは、走査信号ＳＮ１によって制御される。トランジスタ９３
０がオンになると走査信号ＳＮ２は、ピクセル９５０のトランジスタ９５１をオンになる
ように、またはオンにならないように制御するためにトランジスタ９３０を介してトラン
ジスタ９５１に伝送される。トランジスタ９６０がオンになると走査信号ＳＮ２は、ピク
セル９８０のトランジスタ９８１をオンになるように、またはオンにならないように制御
するためにトランジスタ９６０を介してトランジスタ９８１に伝送される。
【００４２】
　図１１は、図１０の走査線９１１、９１２とデータ線９２１、９２２から出力された走
査信号とピクセル電圧のタイミング図の一例を示す。図１１においてカーブ１１１はデー
タ線９２１上の電圧レベルに対応し、カーブ１１２はデータ線９２２上の電圧レベルに対
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応し、カーブ１１３は走査信号ＳＮ１の電圧レベルに対応し、カーブ１１４は走査信号Ｓ
Ｎ２の電圧レベルに対応する。カーブ１１１の電圧レベルは、カーブ１１１とカーブ１１
２の電圧レベルが本発明の一実施形態による同じ極性を持つように、または代替実施形態
では反対極性を持つように、選択され得る。図１１ではカーブ１１１と１１２の電圧レベ
ルは同じ極性を有する。
【００４３】
　下記は、図１０、１１を共に参照する。走査期間Ｋ１中、走査信号ＳＮ１はトランジス
タ９３０、９４１がオンになるような高いレベルを有する。こうして走査信号ＳＮ２はト
ランジスタ９３０を介してピクセル９５０のトランジスタ９５１に伝送され得る。走査期
間Ｋ１中、走査信号ＳＮ２もまた、トランジスタ９５１がオンになるような高いレベルを
持ち得る。トランジスタ９４１、９５１がオンになった後に、蓄電キャパシタ９４２、９
５２はデータ線９２１から伝送されるピクセル電圧Ｐ１を受け取って蓄積し始める。
【００４４】
　ところで本発明の一実施形態によればハイレベル走査信号ＳＮ１は、走査期間Ｋ１中、
トランジスタ９６０、９７１をオンにすることもできる。こうして走査信号ＳＮ２は、ト
ランジスタ９６０を介してピクセル９８０のトランジスタ９８１に伝送され得る。走査期
間Ｋ１の間中、ハイレベル走査信号ＳＮ２はまた、トランジスタ９８１をオンにする。ト
ランジスタ９７１、９８１がオンになった後に、蓄電キャパシタ９７２、９８２はデータ
線９２２から伝送されたピクセル電圧Ｐ３を受け取って蓄積し得る。
【００４５】
　こうして両蓄電キャパシタ９４２、９５２は走査期間Ｋ１中にデータ線９２１から伝送
されるピクセル電圧Ｐ１を蓄積し、また両蓄電キャパシタ９７２、９８２はデータ線９２
２から伝送されるピクセル電圧Ｐ３を蓄積する。
【００４６】
　次に走査信号ＳＮ１はなお、トランジスタ９３０、９４１がオンになるように、走査期
間Ｋ２の間中、高いレベルに在る。同様に走査信号ＳＮ２はこうしてトランジスタ９３０
を介してピクセル９５０のトランジスタ９５１に伝送され得る。しかしながら走査期間Ｋ
２の間中、走査信号ＳＮ２はトランジスタ９５１をオフにするために低いレベルに在る。
【００４７】
　その間、ハイレベル走査信号ＳＮ１もまた、走査期間Ｋ２の間中、トランジスタ９６０
、９７１をオンにする。同様に走査信号ＳＮ２はこうしてトランジスタ９６０を介してピ
クセル９８０のトランジスタ９８１に伝送され得る。走査期間Ｋ２においてローレベル走
査信号ＳＮ２はまた、トランジスタ９８１をオフにする。
【００４８】
　こうしてトランジスタ９４１、９７１は、蓄電キャパシタ９４２がデータ線９２１から
伝送されるピクセル電圧Ｐ２を受け取ることができ、また蓄電キャパシタ９７２がデータ
線９２２から伝送されるピクセル電圧Ｐ４を受け取れるように、走査期間Ｋ２の間中、オ
ンになる。更にトランジスタ９５１、９８１は、蓄電キャパシタ９８２がピクセル電圧Ｐ
２を受け取らないように、また蓄電キャパシタ９５２がピクセル電圧Ｐ４を受け取らない
ように、オフになる。
【００４９】
　こうして走査期間Ｋ２の間中、蓄電キャパシタ９４２はピクセル電圧Ｐ２を蓄積し、蓄
電キャパシタ９５２はピクセル電圧Ｐ１を蓄積する。蓄電キャパシタ９７２はピクセル電
圧Ｐ４を蓄積し、蓄電キャパシタ９８２はピクセル電圧Ｐ３を蓄積する。
【００５０】
　したがって反射型ピクセル９４０、９５０はそれぞれ、対応する輝度レベルを表示する
ために走査期間Ｋ１と走査期間Ｋ２の間中、データ線９２１からそれぞれ伝送されるピク
セル電圧Ｐ２、Ｐ１を蓄積する。透過型ピクセル９７０、９８０はそれぞれ、対応する輝
度レベルを表示するために走査期間Ｋ１と走査期間Ｋ２の間中、データ線９２２から伝送
されるピクセル電圧Ｐ４、Ｐ３を蓄積する。
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【００５１】
　半透過型ＬＣＤパネル９００の他のピクセルを駆動する方法は、ピクセル９４０、９５
０、９７０、９８０を駆動する方法と同じであるので、その詳細な説明は省略する。
【００５２】
　本発明の一実施形態によればピクセル９４０、９５０は反射型ピクセルであり、ピクセ
ル９７０、９８０は透過型ピクセルであり得る。実際にはピクセル９４０、９５０が透過
型ピクセルであってもよく、ピクセル９７０、９８０が反射型ピクセルであってもよい。
【００５３】
　本発明の一実施形態によれば、半透過型ＬＣＤパネル９００（図１０）と５００（図５
）との間の違いは単に例として透過型ピクセルと反射型ピクセルとの間の位置関係に関係
している。半透過型ＬＣＤパネル５００ではピクセル５４０と５５０は互いに実質的に隣
接しており、それぞれ同じデータ線から伝送されるピクセル電圧を受け取る透過型ピクセ
ルと反射型ピクセルである。半透過型ＬＣＤパネル９００ではピクセル９４０と９５０は
データ線９２１から伝送されるピクセル電圧を受け取る反射型ピクセルである。またピク
セル９４０と９５０は隣接していない。例えばピクセル９４０と９５０はデータ線９２１
によって分離されている。したがって半透過型ＬＣＤパネル９００は、例えば透過型ピク
セルと反射型ピクセルのジグザグ配置のそれの使用によって改善された画像表示品質を有
する。単に例として反射型ピクセル９４０は、透過型ピクセル９７０とはジグザグに配置
されている。
【００５４】
　単一液晶セルギャップを有する半透過型ＬＣＤパネル９００を採用することは、ピクセ
ル駆動回路の面積と複雑さとを減らすことができる。半透過型ＬＣＤパネル５００と同様
に、１個の透過型ピクセルと１個の反射型ピクセルは各々、半透過型ＬＣＤパネル９００
において正しい平均ピクセル電圧を受け取るために単に１本の走査線と１本のデータ線と
を必要とするだけである。その一方で、半透過型ＬＣＤパネル９００は、追加のスキャン
ドライバとデータドライバとを加えることなしに、ピクセルを駆動するために単に１個の
スキャンドライバとデータドライバとを必要とするだけである可能性がある。その結果、
より低い製造コストという結果を得ながら、半透過型ＬＣＤパネル９００のピクセル駆動
回路の面積と回路複雑度は大幅に削減される。
【００５５】
　図１２は、本発明の一実施形態によるＬＣＤパネルモジュールを示す。図１２を参照す
るとＬＣＤパネルモジュールは、スキャンドライバ１５０とデータドライバ１６０と図４
のＬＣＤパネルと同じ、または類似であるＬＣＤパネル１７０とを含み得る。ＬＣＤパネ
ル１７０は、走査線１７１、１７２とデータ線１７３とトランジスタ１７４とピクセル１
７５、１７６とを含み得る。この実施形態では本発明のこの実施形態によるＬＣＤパネル
モジュールは、ＬＣＤパネル１７０内のピクセル１７５、１７６を駆動する方法にしたが
って説明される。
【００５６】
　データドライバ１６０は、走査期間Ｃ１と走査期間Ｃ２のうちにデータ線１７３にピク
セル電圧Ｖ１、Ｖ２を出力する。走査期間Ｃ１中、スキャンドライバ１５０は走査信号Ｓ
１、Ｓ２を動作可能にする。走査信号Ｓ１、Ｓ２は、ピクセル１７５、１７６がピクセル
電圧Ｖ１を蓄積するように、それぞれ走査線１７１、１７２を介してトランジスタ１７４
とピクセル１７５に伝送される。走査期間Ｃ２中、スキャンドライバは、ピクセル１７５
がデータ線１７３から伝送されるピクセル電圧Ｖ２を受け取って、ピクセル１７６がピク
セル電圧Ｖ２を受け取れないように、走査信号Ｓ１を動作可能にして走査信号Ｓ２を動作
不能にする。ピクセル１７５および１７６はそれぞれ、対応する輝度レベルを表示するた
めに走査期間Ｃ１およびＣ２の間中、データ線１７３から伝送されるピクセル電圧Ｖ２お
よびＶ１を蓄積する。走査期間Ｃ１およびＣ２中のピクセル１７５および１７６の駆動方
法は、本発明の一実施形態による図４のピクセル４３２および４３３の駆動方法と同じで
ある。
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【００５７】
　本発明の一実施形態によるＬＣＤパネル内のすべての２個のピクセルは、同じデータ線
から伝送される２つのピクセル電圧が受け取られるように、２つの走査期間において１個
のトランジスタと２つの走査信号とを介して動作可能にされる、または動作可能にされな
いように制御される。本発明の一実施形態によるＬＣＤパネルでは、２つのピクセルは、
平均電圧を得るようにデータ線から伝送される２つのピクセル電圧を受け取るために単に
１本のデータ線と１本の走査線とを必要とするだけである。したがって本発明の実施形態
によるＬＣＤパネルを半透過型ＰＣＤパネルに適用することによって、スキャンドライバ
とデータドライバの数と、走査線とデータ線の数を減らすことが可能である。
【００５８】
　こうして前述のように単一液晶セルギャップを有するＬＣＤパネルの製造プロセスは、
二重液晶セルギャップを有するＬＣＤパネルの製造プロセスより単純であって、プロセス
のばらつきも、より容易に制御され得る。しかしながら本発明の種々の実施形態によるＬ
ＣＤパネルは、従来の二重液晶セルグループに関連するものより容易に製造でき、またよ
り複雑でないピクセル駆動回路を持つことができる。
【００５９】
　本発明は例示の目的でまた好ましい実施形態に関して説明されてきたが、本発明がこれ
らに限定されないことは理解されるべきである。むしろ、種々の変更と類似の構成と手順
とをカバーすることが意図されており、したがって添付の請求項の範囲は、このような変
更と類似の構成および手順とをすべて包含するように最も広い解釈が認められるべきであ
る。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１Ａ】従来の半透過型ＬＣＤのピクセル駆動回路を示すブロック図である。
【図１Ｂ】図１Ａの半透過型ＬＣＤのピクセルユニットの詳細な回路を示す図である。
【図２Ａ】他の従来の半透過型ＬＣＤのピクセル駆動回路を示すブロック図である。
【図２Ｂ】図２Ａの半透過型ＬＣＤのピクセルユニットの詳細な回路を示す図である。
【図３Ａ】他の従来の半透過型ＬＣＤのピクセル駆動回路を示すブロック図である。
【図３Ｂ】図３Ａの半透過型ＬＣＤのピクセルユニットの詳細な回路を示す図である。
【図４】本発明の一実施形態によるＬＣＤパネルのピクセル駆動回路の一部分の概略図で
ある。
【図５】本発明の一実施形態による半透過型ＬＣＤパネルのピクセル駆動回路の一部分の
概略図である。
【図６Ａ】本発明の一実施形態による電圧－反射率カーブの一例のグラフである。
【図６Ｂ】本発明の一実施形態による電圧－透過率カーブの一例のグラフである。
【図７】本発明の一実施形態による図５の走査線とデータ線からの走査信号とピクセル電
圧のタイミング図の一例を示す図である。
【図８】本発明の一実施形態による図５の半透過型ＬＣＤパネルを示す横断面図である。
【図９】本発明の一実施形態によるピクセル駆動回路の一部分の概略図である。
【図１０】本発明の一実施形態による半透過型ＬＣＤパネル９００によるピクセル駆動回
路の一部分の概略図である。
【図１１】本発明の一実施形態による図１０の走査線とデータ線から出力される走査信号
とピクセル電圧のタイミング図の一例を示す図である。
【図１２】本発明の一実施形態によるＬＣＤパネルモジュールの概略図である。
【符号の説明】
【００６１】
　１５０　スキャンドライバ
　１６０　データドライバ
　１７０　ＬＣＤパネル
　１７１，１７２，４１１，４１２，４１３，５１２，５１３，９１１，９１２　　走査
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　１７３，４２１，５２１，９２１，９２２　　データ線
　１７５，１７６，４３２，４３３，４４２，４４３，５４０，５５０，５７０，５８０
，８４０，８５０，９４０，９５０，９７０，９８０　　ピクセル
　５００，９００　　半透過型ＬＣＤパネル５００
　１７４，５３０，５４１，５５１，５６０，５７１，５８０，５８１，８４１，８５１
，９３０，９４１，９５１，９６０，９８１　　トランジスタ
　５４２，５５２，５７２，５８２，８４２，９５２，９７２，９８２　蓄電キャパシタ

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】



(17) JP 2008-225472 A 2008.9.25

【図３Ａ】

【図３Ｂ】

【図４】

【図５】 【図６Ａ】

【図６Ｂ】
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